
陽電子源の開発
ターゲットについては、大型・高速回転と高真空の両立が課題だが、過去の既存ターゲットや電子ビーム駆動用
ターゲット等の経験を合わせることにより、詳細な設計で高速回転・高真空・冷却技術において信頼性をもって実
現できる見通しを持てる。

*正確な重量はディスク部の設計および材質による日本学術会議（2018/10/02） 35



Integrated field error

5 𝜇rad , 5 𝜇m125 GeV の電子ビームが通過すると、軌道が 変わる。
１台のクライオモジュールに入る２個のアンジュレーターを試験。
・共に K=0.92 の磁場を達成（１台は更に高いK値も可能）。
・理想値通りの光子数を生成可能。
・光子の円偏光度は理想値よりも少なくなりそう（陽電子偏極に影響あり）。
・１台の Integrated field error は大きく、5urad 程度の電子軌道誤差を生みそう。

Daresbury で試験された超伝導ヘリカルアンジュレーター
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陽電子生成率への影響
光子の位置のバラつきと生成率

Daresburyで試作され、性能が悪かった方の
超伝導ヘリカルアンジュレーターを使っても、
放射光源で通常行われている軌道調整の手法
で調整すれば、陽電子生成率は殆ど下がらない。
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ターゲットの軸に冷却水を通すため、
軸を真空の外に出す必要により磁性流体シール軸受を想定していたが、
アンジュレーター式では、発熱量が 1-5kW と低いので、冷却水管を外部に配置する必要が無い。

・軸受は磁気浮上軸受
・放射冷却でのターゲット冷却

といった既存の技術
の応用で対応する。

アンジュレーター陽電子源のターゲット設計
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磁気浮上軸受の実例

重さ数トン、回転数が数万 rpm の
磁気浮上軸受が世界各地で稼働中。
( ILC 重さ 50kg, 回転数 2000rpm)

ガスプラント等で使われているので、
電源も半分以上が UPS になっていたりと、
市販製品は安全性重視の設計になっている。

磁気浮上軸受は世界各地のガスプラント等で使用実績がある確立した技術。

日本学術会議（2018/10/02） 39



放射冷却の実例

J-PARC ミューオンターゲット
（ターゲット物質：カーボングラファイト）

J-PARC では 4kW の冷却能力を有する、冷却できる放射冷却グラファイトターゲットが稼働中。
(ILC の設計では 1-5kW の冷却能力が要求されている)
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Backup Scheme : Conventional e+源 (E-Driven e+ Source)

基本的な考え
方

cf. undulator e+ 源は 1 msで作る

ターゲットの回転速度 5 m/s  (undulator用は 100 m/s) 

瞬間的な熱負荷を軽減するため、2600 バンチの陽電子
を 20回に分けて 63 msかけてゆっくり作る。
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